
 

Instructions for use

Title 本学部教官研究業績

Citation 北海道大學水産學部研究彙報, 4(2), 200-201

Issue Date 1953-08

Doc URL http://hdl.handle.net/2115/22815

Type bulletin (other)

File Information 4(2)_P200-201.pdf

Hokkaido University Collection of Scholarly and Academic Papers : HUSCAP

https://eprints.lib.hokudai.ac.jp/dspace/about.en.jsp


本学部教官研究業績

噴火湾近海に出現する7ランクトンの季節的表化に就τ 田村 正

1948年10月から1蜘 年3月までの聞に15巨lのプラyクト γ採集を行い，との期間中に於けるプラyグトシの出現

状況を朗にした。とれらプラ yグト yの消長は海洋状況と密接な関係があった(北海道水試研報， 8号， 26-38. 

1951年3月〉。

鴫焼対策の重要性 田村 正

従来多くの学者によ勺て調査研究された試験報告中より海藻類の蕃般を阻害する原因を吟味し，磁焼の原因は仲

々複雑なものであるととを指摘し，更に磯焼けは木邦浅苦手増殖場では大被害を及ぼすものであるから之が対策正し

ては一つの組織を作ち基礎的研究の必要を提唱した〈北水試月報， 8巻， 4号， 1951年4月〉。

.寄子に関する調査く鎗 1報〉 閏村 正・小山国 情・大久保正ー

利尻島鴛泊村に於げる智子子の観察に就て述べたもので， 1951年春岡村では3地点で合計 1，部5立方米，卵数に換

算して概数 4， 927~億粒が寄子として岸に打上け・られた。との智子子は寒冷な状態ならば打上げられて空中に放置され

でも5-6日間は生存出来るととが判明し，これらを速に海中に投入すれば従来の勝化器による勝化放流によるより

も極bて低廉な経費で敷果を挙げ得るものであるく北海道水産勝化試報， 2巻， 11-沼頁， 1951年ロ月〕。

小河原沼のI~観事並にシジξ穣息獄般の調筆 岡 村 E 

小河原沼は本邦11位の商積をもっ汽水湖であるが生産は比較的僅少である。木湖の観測が智治に少いので沼崎か

ら倉内聞の表面観測並に夏期出現のプラングトシに就て述べた。更に木湖にはシジミを鏡産したのであったが数年

前から七戸JIIから鉱薄氷の排出によりj訪問の手ジミは殆んど全滅したととを述ぺ，猶木湖の排水河高瀬JI!に産する

シジミの生態的観察をした〈青森県水産資源調査報告， 2号，剖-97.1951年11月〉。

室蘭市観海海岸のホツキ稚貝発生紙況 田村 E・ 吉 田 悌

室蘭市祝津海岸は北海道でも有数なホ Yキ稚貝の発生場である。昭和26年8月に本海区に於て稚貝の発生量を定

量的に調査した。発生場の状件は水深 1-3mで最も発生量の多かったのは1平方米当り442個であったく北水試月

報， 9巻， 6号， 19-23頁， 1952年6月〉。

鹿質並に鹿積生物の調査 回村 正・加藤健司

噴火湾内に紛地点を選ぴ，底優生物と底質との関係に前て観察した。湖の最深部は107米主綜されるが中央部の

水深40米以深は殆んど底質は泥であって，此処にはグモヒトデ，及び polychaetaの獲息を見た。多毛虫は底棲魚

類の天然餌糾として有用なものであり本湾の生産と密接な関係がある(北水試，噴火湾漁業経営安定基礎調査，中

間報告業の2，1952年〉。

十三瀦の冬季観測並にプランクトンの観自信 田 村 正

十三潟は夏季の観測では著しい海水の浸入のたb湖中の動物も海産種を見たが，冬季にl~却下水溝(水戸口〉附涯

を除く外は殆んど淡水化している。とのととが湖の生産力に著しい影響を及ぼすとと Lなり 1年の中夏季は塩分t玄

海水に近く冬季聞は淡水化するので本湖の生物は塩分に対する適応性の著しく大きな生物が定住ナるとと Lなる。

〈陸水雑， 1&巻， 1号， 1952)。

春季=シン漁場巴於iするホッケの食性に就て 回材 正・大久保亘ー

1田1及び52年の春恕開j尻島でホヅケの胃内容物を 3田尾に就て観察した。ホッケの食性は漁期によって異りニシ

シ産卵盛期に沿岸に来滋したホッケは殆んど全部がニシン卵を飽食している。漁期中はホッケ 1尾平均 18.ω瓦の

ニ手 y卵を捕食していた。ホッケは1尾でニシシ卵を最大は139瓦を摂食していたものもあり，摂餌量は体重の15.

2%に及んだものもある。ホッケはユ ::-Y盛漁期にはニシシ卵を好んで摂るが，天然に産卵されるエ手シ卵の量は
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年今生産される数の子の量〈生数の子に換算し毎年5∞-t蜘万賞〉から推算したならば怖れるととはないであろう

〈北海道水産購化報， 7巻， 93-104， 1952年12月〉。

海水よリ直接臭素分離に闘する研究〈予報〉 加 藤 健 司

工業的に海水より直接臭素を分離する基礎的実験正して，噴露式臭素分離装置を考案し，臭素分離の条件を追求

しつ L装置の改善を計った経過を報告した〔水産学雑誌，日く1949)，1-6)。

海津鹿貨の化学的研究，第1報陸奥湾における鹿賀甥植貨の分布に就いて

加麗健司・石塚*成

陸奥湾内の1制点より採寂した底質の腐植質含量を分析し，その分布より該湾の海洋学的特異性を考察すると共

に，その分布がホタテガイの霞息に対して重要な規制因子となるであろうととを示唆した〔水産学雑誌，日 (1949)

7-12、。

海洋鹿賀のIt学的研究， .2報海洋鹿貨の掻蝕分解作周に就いて 加麗健司・奥田暴溢

海底土の過酸化水素に対する接触分餌乍用について研究し，その一次反応なるととを路島活性化エネルギーを

算出した。また，との接触分解特用の特色に種々検討を加えたが，との作用は腐植含量とは相関関係なしむしろ

好気性海底細菌の活動による無機質触媒，例えば鉄英他の重金属の活性化により著しく旺躍になったt水産学雑誌，

54 ¥.1949)， 15-初、。

北海遁菌北海域漁場の環境要因と Lての海洋鷹質について 加藤健司・奥田泰溢

武蔵犠を中心とした約200米以深の北?侮遺西北海域を対象として，その漁場価値を究明すぺく行われた綜合調査

の一部として行った底質調査の結果より，該海援における海底形態を明かし，更に底質の性状，灼熱減量，並に鼠

徴鏡観察による珪藻遺骸の多寡などに基いて種々の考察を試みた〔北部日本海深海魚同調査報告，第1号 (1950)，

15-35 (小樽市，北部日木侮深海魚因調査協会)J。

有珠湾@水質及び鹿貨について 加藤健司・谷田奪治・奥田泰造

ノリ及びカキの護殖地として重要な北海遺有珠湾の生態学的環境条件を検討するたb水質及び底質について海洋

学拍及び化学生態学拘調査を実施した。その結果，該湾の海洋学拘持異性として湾内に存在する数値の水塊の海洋

学的平衡が注目されたが，またその特異性が底質の理化学的性状と深い有機的関連性を有し，底質が湾内の栄養物

質の調整貯蔵庫的存在をなしているととを示唆した〔北海道水産試験場研究報告，第8号 (1951)， 39-68;0 

史観強力計について 小林事ー廊

小林の設計の下に函館ドヅク株式会社が製作したもので，径1寸，荷重約10∞kgまでの綱の張力を測定するたb

の手働張力計である。本器はロープの側面から取付けられ，ローフ・に側圧を加えて，その愛位と圧力からロープの

張力を測定する。底曳網の曳網に本穏を装着して試験した結果が斎藤氏の報告にあるく北部日本海深海魚因調査報

告，第3号，昭和?:l年 8月〉。
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